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令和 8 年 8 月 28 日 
各 位 

会社名 株式会社日本一ソフトウェア 
代表者名 代表取締役 猿橋 健蔵 
(コード番号：3851 東証スタンダード市場) 
問合わせ先 
役職・氏名 取締役 平岡 三知 
 電 話              058-371-7275 

 

 
業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 

令和 8 年 5 月 15 日に公表しました令和 9 年 3 月期（令和 8 年 4 月 1 日～令和 9 年 3 月 31

日）の通期業績予想につきまして、下記の通り修正しましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 
1．令和 9 年 3 月期 連結業績予想（連結） 

（1）令和 9 年 3 月期 第 2 四半期連結累計期間（令和 8 年 4 月 1 日～令和 8 年 9 月 30 日） 

                                   （単位：百万円） 

  売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主

に帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回予想（Ａ） 2,789 193 274 205 40 円 71 銭 

今回修正（Ｂ） 3,374 729 848 685 135 円 56 銭 

増減額（Ｂ－Ａ） 585 535 573 479 ― 

増減率 21.0% 276.1% 209.1% 233.0% ― 

（参考） 

前期実績 
(令和 8 年 3 月期 

第 2 四半期) 

1,244 △322 △189 △224 △44 円 39 銭 

 

 
（2）令和 9 年 3 月期 通期連結累計期間（令和 8 年 4 月 1 日～令和 9 年 3 月 31 日） 

                                   （単位：百万円） 

  売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主

に帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回予想（Ａ） 4,784 296 449 331 65 円 53 銭 

今回修正（Ｂ） 5,411 715 906 718 142 円 05 銭 

増減額（Ｂ－Ａ） 627 418 457 387 ― 

増減率 13.1% 141.4% 101.7% 116.8% ― 

（参考） 

前期実績 
(令和 8 年 3 月期) 

3,606 △409 △55 △255 △50 円 51 銭 



- 2 - 

2．令和 9 年 3 月期 個別業績予想（個別） 

（1）令和 9 年 3 月期 第 2 四半期個別累計期間（令和 8 年 4 月 1 日～令和 8 年 9 月 30 日） 

                                  （単位：百万円） 

  売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１株当たり 

当期純利益 

前回予想（Ａ） 958 206 178 35 円 33 銭 

今回修正（Ｂ） 1,524 790 670 132 円 50 銭 

増減額（Ｂ－Ａ） 565 583 491 ― 

増減率 59.0% 282.4% 275.0% ― 

（参考） 

前期実績 
(令和 8 年 3 月期 

第 2 四半期) 

363 △176 △189 △37 円 45 銭 

 

（2）令和 9 年 3 月期 通期個別累計期間（令和 8 年 4 月 1 日～令和 9 年 3 月 31 日） 

                                  （単位：百万円） 

  売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１株当たり 

当期純利益 

前回予想（Ａ） 1,465 268 225 44 円 59 銭 

今回修正（Ｂ） 2,073 735 564 111 円 58 銭 

増減額（Ｂ－Ａ） 607 467 338 ― 

増減率 41.5% 174.1% 150.2% ― 

（参考） 

前期実績 
(令和 8 年 3 月期) 

839 △462 △264 △70 円 13 銭 

 
3．業績予想修正の理由 

（1）連結業績 

売上高につきましては、国内市場におきまして、『ほの暮しの庭』が発売開始から堅調に推移

したことにより、前回予想を上回る見込みとなっております。 

営業利益、経常利益および親会社に帰属する当期純利益につきましては、上記事項を理由とし

て、前回予想を上回る見込みとなっております。 

 
（2）個別業績 

 連結業績に記載の内容を主たる要因として、売上高、経常利益、当期純利益のいずれにおいて

も、前回予想を上回る見込みとなっております。 

 
（注）上記予想は、本資料発表日現在における入手可能な情報に基づいて作成したものであり、 

実際の業績は今後さまざまな要因によって異なる結果となる可能性があります。 

 

以 上  


